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Ⅰ 実践調査活動の取り組み概要 

 

１ 研究主題 

(1) 主題名 

児童・生徒の社会性を育む集団づくり  

～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～  

 

(2) 主題について 

佐賀市の教育課題の一つである「不登校の児童・生徒」や「不登校傾向・相談室登校・ 

   保健室登校の児童・生徒」をどのように減らしていくか検討した。  

    まず、昨年度まで取り組んだ自己肯定感を高め、自分に自信をもたせていくことの大  

   切さについて話し合った。自己肯定感が高まることで、認め合う集団づくりにつながる  

成果は上がったが、自分に自信をもつためには、自己肯定感を高めることだけでは必ず

しもいい結果になるとは言えないことが分かった。自分自身だけの自信ではなく、他者

の評価を必要とした自己有用感が必要であり、他者から認めてもらったという自信が必

要であると考えた。  

そこで、他者とのかかわりをより積極的にし、自己有用感を上げることで社会性の基 

   礎を構築した児童・生徒の育成を図りたいと考え、本主題を設定した。  

   

２ 研究内容 

(1) 学習集団づくり部 

   「自己有用感をもち、よりよい人間関係を築くための実践  

    ～友だちの「いいところ見つけ」と「可視化」を通して～」  

   児童・生徒が相手からの承認を得て、学校における自分の存在感や自分への自信を高  

め、よりよい人間関係を築いていくことができるようにする。 

(2)  授業づくり部 

    「集団の中で認め合い、主体的に学習に取り組むための授業づくり」  

   自己有用感を高めるために、小集団学習を必ず取り入れ、級友とかかわる場の設定を行 

うことで、承認されやすい状況をつくり、主体的に学習に取り組ませるようにする。小 

学校・中学校の成長の段階に応じた授業づくりを実践する。  

 

３ 研究の方法 

(1) 学習集団づくり部 

    「自己有用感に関するアンケート」や「Q‐U」の結果を参考にして、自己有用感を

もち、よりよく人間関係を築くための手立てを探り、小学校と中学校で情報交換をしな

がら実践に取り組む。  

(2) 授業づくり部 

    自己有用感を高めていくための「認め合う小集団学習」を活性化するために、小集団  

   をつくらせるだけではなく、承認する手立ての工夫を行い、認められたことに対する実  

感が強まるようにする。  
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Ⅱ 実践 

 １ 学習集団づくり部 

(1) 研究の概要 

   ① 本研究の主題 

     自己有用感をもち、よりよい人間関係を築くための実践 

～友だちの「いいところ見つけ」と「可視化」を通して～ 

   ② 主題について 

     学習集団づくり部では、自己有用感を「自分への自信」「自分の存在感」「他者からの承認」

「他者への貢献」の４つから構成されると考え、アンケートを作成し実施した。その結果、小

中学校共通して「他者からの承認」が低いことが分かった。また、「自分への自信」の項目に

ついても高い割合ではなかった。 

どの学級においても、友だち同士で学習中の話合い活動や係活動を行い、友だちからの承認

を得る場を設定しているものの、それが児童に実感として残っていないのではないかと考えた。

そのため、学級に友だちはいるものの、自分が学級の一員としてみんなの役に立ち、自信をも

って活動できているという実感を持てずにいるのではないだろうか。 

     そこで、他者を承認する場（「いいところ見つけ」など）を設定することを継続し、それを

様々な方法で教室に掲示し、積み重ねが目に見えるようにすること（可視化）で、他者から承

認されている気持ちをより実感したり、学級への所属感や自分への自信を高めたりすることで、

自己有用感をもてるようにしていきたいと考え、本主題を設定した。 

   ③ 研究の内容と方法 

    ア 自己有用感アンケートによる学級の変容を考察する。 

      自分への自信、自分の存在感、他者からの承認、他者への貢献の４項目について、アンケ

ートを行い、実態を把握し、研究の方針や方向性を決めていった。また、６月と１２月に行

うことで変容を検証する。 

    イ 小学校・中学校の実践交流をする。 

      小中学校所員の授業案を通して、互いの実践を知り、シェアリングする。また、授業研究

会を行い、教室掲示等での「可視化」についても検討する。 

ことができた。      

    ウ 実践の検証、成果と課題を探る。 

      自己有用感アンケートや Q-U テストを通して、学級活動の実践が有効であったか検証す

る。 

(2)具体的な実践 

出口 吉生 （兵庫小学校 ２年担任） 

     野上 友紀奈（高木瀬小学校 １年担任） 

     永元 秀知 （北川副小学校 ６年担任） 

     前島 仁  （新栄小学校 ６年担任） 

     瀬戸 法子 （諸富中学校 ２年担任） 

     江副 留美子（松梅中学校 １年担任） 
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〔兵庫小学校 第２学年実施〕 

   ① ねらい 

 ６月に Q-U、７月に児童・生徒理解部アンケート（自分への自信・自分の存在感・他者から

の承認・他者への貢献について）を実施した。Q-Uの学級満足度尺度の分布（プロット）では、

非承認寄りの斜め型の傾向が見られた。一方のアンケートからは、他者からの承認は頻度が少

なく、友だちから認められてうれしいという感情は全体的に少なかった。そのため、自分自身

がクラスの一員として、みんなの役に立っているという実感をあまり持てずにいる。また、ク

ラスでの存在価値を確信できないため、居場所や出番を自覚して、安心して過ごせているとい

う感覚は希薄であることがわかった。 

 この結果から、他者から褒められて自尊感情を高めるだけではなく、自分の努力や思いやり

が、友だちやクラスの役に立ち、支えになっていることなどを自覚させる必要がある。他者か

らの評価・承認を視覚化させながら、自分の存在価値を高め、自己有用感を獲得して、より高

く、満足感あふれる学級づくりをめざす。 

   ② 実践 

    ア「ぽかぽかカード」 

     ・ 友だちのよいところをカードに書き、相手に渡して伝える。そのあと、カードは掲示し 

て、いつでも、だれのでも読めるように視覚化する。よいところを「ぽかぽか言葉」「ぽ 

かぽか行動」に分け、さらに対象を、自分が友だちに、友だちが自分に、他者同士やクラ 

スに対してに分けて掲示する。ハート型のカードが外れないように、紙テープに両面テー 

プで数珠つなぎに貼って垂らし、暖簾のようにする。年度末に、カードを台紙に貼り付け 

てアルバムの一部とする。よいところを書くときには、できるだけ、「･･･のおかげで～。」 

のキーワードを使って書くようにさせる。日直に対しても、帰りの会で、次の日直に、そ 

の日の日直のがんばりを発表させ、同じようにカードに書かせて掲示する。 

       

 

       

       

 

 

     

    イ「係がんばりカード」 

     ・ 同じ係のメンバーのがんばりを折り紙に書き、角を貼り合わせて掲示し、視覚化する。 
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ウ「６年生へ ありがとう」 

     ・ 本校の６年生は、新聞の記事にある 

ように、「朝ボラ」に取り組んでいる。 

この６年生のがんばりに対して、１１ 

月の給食時間に、１年生と２年生が、 

「６年生ありがとうのメッセージ」を 

全校放送で伝えた。  

  

 

 

 

 

 

 

   ③ 実践の成果と課題 

    ア 成果 

          自分の存在感                 他者への貢献       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よく思う  思う  あまり思わない   全く思わない 

全体的には、大きな変化は見られない。視覚化を図った他者からの承認も同様であるが、

「まったく思わない」の人数が減り、「思う」「あまり思わない」）が増えている。Q-Uについ

ては、６月の非承認群１６名に対して、１１月は９名に減り、学校生活満足群が４名増加し、

「他者からの承認」に関する項目において、少し増えていた。 

    イ 課題 

      教師から、児童を褒めたり、励ましたり、指導することで関係づくりに努めているが、子

ども同士では、コミュニケーションも希薄で、友だちを承認することは容易ではない。 

     機会あるごとに、児童の努力や思いやりなどについて価値づけをして、相手に、グループに、

クラスに、学校に、どのようなよさがあるのか、自分がどれほど役に立っているのかをより

多く理解させられるように、学級経営を図っていきたい。 

６年生のおかげで、

きれいな学校になっ

て、気持ちがいいで

す。 

 

 

 

ぼくも６年生にな

ったら、みんなのため

に頑張りたいです。 

 

放送を聞いた 六年生 

・これからも、がんばるぞ！ 

・うれしい。やってよかった。 

・いろいろながんばりを見てく

れているんだ。頼りにされて

いるんだ。 

・５年生もがんばって！ 
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〔高木瀬小学校 第１学年実施〕 

   ① ねらい 

     本学級の児童は、明るく元気な児童が多い。しかし、さまざまな幼稚園や保育園から集まっ 

てできた集団であるため、入学当初は関わり合い方が分からなかったり、コミュニケーション 

をうまくとれなかったりといった様子が多く見られた。また、１年生という学年のため、自分 

の事だけに一生懸命なのはもちろん、相手の気持ちや立場に立って考えるという意識もほとん 

ど見られなかった。 

そこで、自己有用感に関するアンケートを実施し、児童自身はどう感じているのかの実態を

探ることにした。アンケートの結果は以下のようになった。（一部抜粋） 
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クラスの友だちから、

ほめられる・認めら

れることがある 

他者からの承認 

(6月) 

アンケート結果の考察 

今回は、各項目の中から、まったく思わない、または、あまり思わないと選んだ児童が特に多か

ったものを取り上げる。 

アンケートの結果から、本学級はクラスの友だちから褒められたり、認められたりする機会が少

ないため、自分の自慢できるところはない、クラスの役に立っていない、役に立とうとしていない

と感じている児童が半数以上いることが考えられる。 

また、「役に立つ」とは具体的に何をすることか、「自慢できること」とは何かなど、１年生では

はっきり自分の感覚とし捉えられないことも要因として考えられる。 

本学級で実践を行うにあたって、以下の点について配慮する。 

・児童が褒められたり、認められたりする機会を増やし、可視化することで児童に自分のよさを感

じさせやすくする。 

・生活や授業の中で、役に立つことや自慢できるところを伝えながら全員で共有する。 
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友だちやクラスのた

めに何か役に立とう

としている 

他者への貢献 

(6月) 

よく思う 思う  あまり思わない  まったく思わない 
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② 実践 

  ア「授業実践」 

   ・ 道徳では、「思いやり・親切」「友情・信頼、助け合い」「勤労」の３つの項目で学習し 

ながら、友だちへの思いをもつことの大切さを確認したり、自分を振り返ったりすること 

ができるようにした。学習を進めていく中で、役割演技をさせながら気持ちを考えさせた 

り、自分はどうであるか、できることは何かを考えさせたりする時間を設けたことで、自 

分の思いを言葉で伝えたり、どういうことがよさになるのかなどを考えたりすることがで 

きた。 

   ・ 取り扱った題材は以下のとおり。 

「思いやり・親切」 はしのうえのおおかみ ／ るいくんのゴール 

「友情・信頼、助け合い」 およげないりすさん ／ 二わのことり 

「勤労」 ケイくんのたくはいびん ／ 森のゆうびんやさん 

   ・ 生活科では、「わくわくあきまつり」と題し、秋探しで見つけたものを使っておもちゃ 

を作り、校区内の幼稚園や保育園から年長組を対象として学校に招き、一緒に遊ぶという 

幼保小連携の異学年交流を行った。今回は、児童よりも年齢が小さい年長組を対象とし、 

「自分たちがしたことで相手がどう感じるか」を実感として感じさせ、役に立つ達成感を 

味わう機会とした。また、グループでおもちゃを作る過程の中で、各グループが作ったお 

もちゃで互いに遊ぶ時間を設け、よさを認め合う時間をつくることで、より「自分たちが 

したこと」の達成感を味わうことができるようにした。 

     ・ 実際の様子 

     ① 何のおもちゃを作るか話し合い      ③ もらった意見をもとに改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ② 互いのおもちゃで遊ぶ          ④ おもちゃまつり 当日 
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・おもちゃまつり後の児童のふり返り（一部抜粋） 

     年長さんがにこにこ笑顔で遊んでくれるようにかざりをたくさんつけて作ることができた。 

年長さんにぴったりなレベルに一生懸命作ったら、年長さんもいっぱい当たってにこにこし

ていたから嬉しかった。・・・この他にも「喜ばせたい」「笑顔で嬉しかった」など、相手を

意識した、または達成感を味わえたというふり返りを２９名中１５名の児童が書いていた。 

    イ「日常の活動の中での実践」 

・ 毎日帰りの会で「いいところ見つけ」に取り組んだ。児童が見つけた友だちのいいとこ 

ろを発表し、その数だけビー玉を入れ物に入れていくことで、毎日の積み重ねを見ること 

ができるようにした。また、ビー玉の種類は２種類使用し、個人のいいところを見つけた 

時は透明なビー玉を、学級全体でできた時には白のビー玉（“先生ビー玉”）を用意し、児 

童対児童で、児童対教師で認め合いをしていることを意識させた。１年生は児童の行動を 

まず教師が褒め、その様子を見せたり、「クラスでできたらいいと思うことは何か」を話 

し合ったりしながら、挨拶や返事、スリッパ並べ、当番活動など簡単に見つけられること 

から始めていった。しばらく活動を続けていると、自分たちで見つけたいいところを発表 

したり、友だちが進んで誰かのために活動していたことを発表したりと、よさを見つける 

視点が広がっていった。 

              ビー玉が貯まり、嬉しそうな児童 

 

     ・ ビー玉集めは数としては目に残るため、貯まっていく様子はすぐに分かるものの、「誰 

が、どんなことをしたのか」は残らない。また、その時には鮮明に覚えていても時間が経 

てば忘れてしまうときもあり、その場で記録できるものはないかを考えた。そこで、「ぽ 

かぽかの木」と題し、「いいところ見つけたよカード」「ありがとうカード」「すごいねカ 

ード」と３種類の色のカードを用意し、気づいた時に書き、形に残せるようにした。初め 

は、席替えと合わせて隣の席の友だちのいいところ見つけを２回行い、何を書くか、どう 

書くかを理解させた。あとは休み時間に児童が書きたい時に書けるよう、カードを準備し 

ておいた。だんだんと書く児童が増え、約２ヵ月ほどで児童が自主的に書いたカードが 

５０枚程度になった。 

 

 

 

 

 

休み時間にカードを書く児童      掲示している「ぽかぽかの木」 

白ビー玉（話の聞き方が

いいなど全体でのよさを

見つけた時） 

透明ビー玉（○○さんが

大きな声で挨拶をしてい

たなど、個人のよさを見

つけた時） 
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・ みんなでできたことは、教師がその都度書き、いつでも見ることができるように掲示し 

た。できたことだけでなく、がんばったことや行事などについても書き、学級全体で取り 

組んでいることを確認できるようにした。 

   

教室に掲示している様子            掲示を見ている児童 

③ 実践の成果と課題 

    ア 成果 

実践を行い、１１月に６月と同様のアンケートを実施した結果は以下のようになった。 

 

      

これらの結果から、学級で褒められたり、認められたりする機会が増えることで、自分への

自信や「このクラスで自分は○○ができている」という実感をもつことができたと考えられる。 

    イ 課題 

      今回の実践では、アンケートの各項目の中から、一番児童ができていない、実感として捉

えていないことを特に取り上げて活動を考えて実践を行ったが、１回目のアンケートとほぼ

変わっていないものもあったため、そこを踏まえた取り組みを実践していく必要がある。ま

た、特に低学年の児童は、その日の気分や調子によって物事の捉え方も大きく変わり、アン

ケート結果が児童の気持ちに左右されやすいことが多いと予想されるため、実態把握をしっ

かりと行い、検証方法や実践などさらに研鑽を深めなければならないことが挙げられる。 
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〔北川副小学校 第６学年実施〕 

① ねらい 

     ６月に児童・生徒理解部アンケートを実施した。そのアンケートでは、「自分への自信」に

関する質問で、自分のことがあまり好きではなく自慢できることがないと答えた児童が半数い

た。理由としては、「あまり特技が無いから」や「自分に自信がない」と答える児童がいた。「自

分の存在感」に関する質問で、「クラスの人の役に立っていると思うか」という質問も半数の

児童が役に立てていないと思う結果だった。理由としては、「あまりできることが無いから」

や「ぼくは何もできないから」、「得意なことがないから」が挙げられる。逆に「とても思う」、

「思う」と答えた児童の理由として、「すごいねと言われたから」や「係などで、みんなを楽

しませようとしているから。」という意見が挙げられた。 

このことから、自分の特技や長所に気付き、それを自分の自信に繋げられていないことがわ

かる。また、友達からの褒め言葉で自信をつけていることや、目的意識をもった活動をするこ

とで、自分がクラスの役に立っていることを実感していることが考えられる。子ども達が、係

や当番活動を通して友達に貢献しようと活動し、それに対して承認の言葉を送り合う場を設定

することで、自己有用感を高めていける学級をめざしたいと考え以下の実践を行った。 

 

② 実践 

    ア「見つけよう！ ６の３ １０００の輝き」 

      子どもが、クラスの友達の“輝き”を見つけ付 

箋紙にメッセージを書き（可視化）教室に掲示す 

る活動である。友達の“輝き”を「本人の努力し 

ている姿」と「友達が自分のために何かしてくれ 

た姿」、「他者のために行動していた姿」の三つに 

分け、活動を進めた。それぞれのメッセージを書 

く付箋紙の色を緑、ピンク、青とし、文例を載せ 

ることで、子ども達が区別しやすいように書きや 

すい工夫をした。また、誰でも等しくメッセージをもらえるように、同じ班や係の友達にメ

ッセージを送るようにした。 

      学期末には、貯まった付箋紙をファイルに集めふり返る活動を行った。友達から貰って嬉

しかったメッセージや、自分でも気付けなかった自分の姿に印を付けたりして喜びを実感す

る時間とした。また、メッセージを書いてくれた友達に感謝の気持ちを伝えたり握手をした

りして交流する時間も設けた。ふり返りには、「これからも算数の問題で分からない人がい

たら、教えてあげたいと思った。」や「細かいところまで友達が見ていていたから嬉しかっ

たです。私もいいところをどんどん見つけていきたいです。」という言葉が見られた。 

 

    イ「友達のいいところ見つけ」 

      帰りの会で、当日対象となる児童のいいところを、みんなで発表し合う活動である。１分

半の時間内で発表をしていく。決められた子どものいる班の子どもは必ず発表するようにし

ていたが、それ以外の子ども達も挙手をし発表していた。また、発表を終えると、言葉を送
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ってもらった子どもから感謝の言葉と今後の目標を発表す 

     るようにした。発表されたいいところの数だけビー玉が瓶 

に貯まっていき（可視化）、瓶がいっぱいになるとお楽しみ 

会を開いた。（ア）の活動と違い、メッセージが形に残らな 

いが、直接その人に言葉を送る温かさがあった。 

       

③ 実践の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

ア 成果 

      全体的に大きな変化は見られなかったが、「自分の自慢できるところがある」や「クラス

に自分の居場所がある」という児童が増えた。自分が意識して取り組んでいることを認めて

もらったり、新しい自分の姿に気づかせてもらったりすることへの喜びを実感できたのだと

思う。自主学習や連絡帳に友達のいいところを見つけ日記にまとめてくる児童も増えてきた。

進んで友だちのよいところを見つけたり、それに素直に喜んだりする児童が増えてきた。 

    イ 課題 

      友達からたくさんのメッセージをもらっているものの役に立っている実感や自分のこと

を好きになれない児童が半数いた。体育大会などの行事で係や当番活動があまり行えずに、

そのことで承認し合う場が取れなかったことが原因と考えられえる。また、振り返る場を学

期末にしか作らなかったことも考えられる。小さな活動や最上級生として活動したことでも

教室で承認し合ったり、定期的にふり返ることで喜びを実感したりする工夫が必要だった。 
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〔新栄小学校 第６学年実施〕 

①  ねらい 

      ７月のアンケートの実態は、 自分から話しかけたり、あいさつをしたりすることができ

る児童が多く、学級に自分の居場所があると感じる児童は多かった。しかし、「自分のこと

が好き」「自慢できるところがある」と考えている児童が少なく、自分への自信を持てない

でいる児童が多いことが分かった。また、「人の役に立っている」という実感をもっている

児童が少なく、自分が学級のために貢献できるという実感がないことが、自分に自信が持て

ないでいる要因になっているのではないかと考えた。このことから、頑張っている友達を賞

賛する場を設定することで、自分の頑張りが認められる学級づくりをしていきたいと考えた。

また、「何をすれば人の役に立つのか分からない」という児童もいたので、「人の役に立つと

はどんなことか」ということも考えていきたい。そうすることで、自分に自信を持ち、お互

いが他者を意識した行動をし、進んで人と関わろうとする児童を育てていきたい。 

②  実践 

ア「いいところ見つけ（行事を通して）」 

     ６年生は行事も多く、それぞれの行事で中心 

     となって活動をするため、多くの人から承認さ 

れる機会をつくることができた。中でも、１０ 

月の修学旅行と１１月のなかよしフェスタ（総 

合学習発表会）では、行事に向けてのめあて決 

め・事前準備・当日・ふり返りを一連の流れと 

してお互いに頑張りを見合い、賞賛する場づく 

りを行った。 

修学旅行では、グループ決めのあとに、役割 

分担を行い、グループで大切にしたいことを全 

員で考え、「全員が納得すること」を合言葉に 

グループのめあてを立てさせた。そして、それ 

ぞれの役割で集まって、その役割にはどのよう 

な仕事があるかを話し合わせ、それらの仕事の 

中から、「グループのみんなのために自分にでき 

ること」を合言葉に個人のめあてを立てさせた。 

修学旅行に行った後は、個人でのふり返りとグループでのふり返りを行った。「グループの

ために自分が頑張ったこと」を考えさせ、それをグループ内で発表させた。そのあとに、グ

ループのメンバーに「ありがとうメッセージ」を送り合う場を設定した。それぞれが自分の

頑張ったことをアピールすることで、個人内評価をすることができ、ありがとうメッセージ

をもらうことで他者評価をすることができた。両方を通して、他者から見た自分を再評価す

る場になった。なかよしフェスタ（総合学習発表会）でも同様に、一人一人がめあてを立て、

グループのため、６年生全体のために何ができるのかを考えさせ、事前準備でもそれぞれの

めあてのもとに活動を行うよう支援した。当日はフリー参観デーでの学校行事だったため、

発表後に他学年や保護者の方、地域の方々からも「ぽかぽかメッセージ」をもらい、学年で
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のぽかぽかの木をつくることができた。その後、学級に戻り、学級でも「ありがとうメッセ

ージ」「頑張ったねメッセージ」「良かったよメッセージ」の中から選んで、メッセージを送

り合った。メッセージを残す（可視化）とともに、直接相手にメッセージを伝えることを重

視していたので、お互いに交流し合い伝え合うことで、頑張った自分を承認し合うことがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ「いいところ見つけ（毎日の班活動から）」 

      帰りの会で、「今日のキラリさん」を見つける活動を行った。 

授業で班活動を多く取り入れているという 

ことと、認められる・褒められる人に偏り 

が出ないように、班の中で順番に一人ずつ 

頑張りを承認する場を設定した。９、１０ 

月は、いいところを抵抗なく見つけること 

ができるように、時間内にたくさんの「い 

いところ」を伝え合う場づくりをした。言 

ってもらったいいところの数だけシールを 

貼っていくことで、目に見えて自分のいい 

ところが増えていくのを実感できた。 

      １１月は、いいところ見つけを発展させ 

て、「レベル１：その人が頑張っていること 

・良いところ」「レベル２：周りの人のため 

にその人が頑張っていたこと」「レベル３： 

その人だけのオリジナル」と段階を分けた 

ことで、頑張りを承認する視点を増やした。 

これまでと同じように、シールの数を増やす 

ことで、自分のいいところが増えていくのを 

実感させた。 

      １２月は、さらにいいところ見つけを発展させて、レベル１～レベル３までの段階でメッ

セージカードを送り合った。シールでなくカードを送り合うことで、いつでも自分のいいと

ころを確認できるとともに、友達にメッセージを送るときに、以前とちがういいところを見
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つけようと意欲付けをすることにもつながった。 

      どの月も、１か月をふり返って「自分のいいところ・頑張っているところ」を書くことで、

自分の頑張りを実感することができていた。また、継続的にいいところ見つけの活動を続け

ることができたので、日常的に相手を承認しようという学級の雰囲気づくりにもつながった。 

   

 

③  実践の成果と課題 

ア 成果 

 機会を見つけて、いいところ見つけをし、さらにその時の言葉だけでなく、シールやカー

ド、賞状などの目に見える形（可視化）で友達のいいところを伝えていったことで、自分の

いいところを実感することができた。「人の役に立とうとしている」「人の役に立っている」

の項目は、どちらも多くの児童が肯定的な回答をしている。また、「自慢できるところがある」

の項目は割合が大きく上がり、「自分のことが好き」もわずかではあるが、上がっていること

から、自分に自信を持てる児童が増えたと考えられる。さらに、「学級に自分の居場所がある

と感じる」と考えている児童も増え、安心して他者のために行動できる学級に近づくことが

できた。 
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    イ 課題 

      全体として見ると、「人の役に立とう」としている児童は多くなっているが、実際の学級 

     の様子を見てみると、同じ児童ばかりが学級の仕事を引き受けているという現状が見られる。 

     担任や友達から頼まれたら動くようになった児童は増えたが、自分で考えて学級のために働 

ける児童は変わっていないように思える。道徳や学活の時間に、働く意義や人のために行動 

することのよさなどを学習し、より価値付けする必要があったと思われる。学級として、頑 

張りを賞賛する場づくりをすることも大切だが、一人一人の意識を高めて、自ら考え行動で 

きる児童を育む必要があるのではないかと感じた。 
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〔諸富中学校 第２学年実施〕 

① ねらい 

本学級は男女ともに仲が良く、自分から友だちや教師と関わりをもとうとする生徒が多い。 

Q-Uの結果では、「友人との関係」の項目、「かかわりのスキル」の項目が全国平均よりも際だ 

って高かった。また、6月に行ったアンケートでは、「自分の存在感を感じている生徒」「友だ 

ちから信頼されている、頼られていると感じている生徒」の割合も高く、良好な友だち関係を 

築いている生徒が多いと考えられる。しかし、発達障害傾向の生徒や気持ちが不安定な生徒の 

中には、学級の中で孤立感を感じたり、自分から友だちに関わろうとしなかったりする生徒も

いる。Q-U の結果では、１４％（4 人）の生徒が学級生活不満足群に属し、職員間でも「気に

なる生徒」として名前が挙がることが多い。また、「自分のことが好きだ」と答える生徒の割

合が極端に低かった。自分と友だちとを比べて劣等感をもったり、学習面でのつまずきから進

路に不安を感じたりして、自信がもてない生徒が多いことが分かる。 

そこで、学級活動や委員会活動を通して、教師が意図的に発言の場や他の生徒と関わる場を 

設定し、友だちの良さに気付く場面や友だちから賞賛の言葉をかけられる場面を作っていき、 

それらを積み重ねていくことで自分自身を客観的に見つめ、自分の良さに気付くことができる 

のではないかと考える。そして自分の良さに気付くことで、周りの良さにも気付き、より深い 

人間関係を築くことができるのではないかと考える。 

② 実践 

    ア「半年間ありがとう」 

      本校では、4、5人の委員会グループを作って係活動に取り組んでいる。その中でさらに一 

人一役の仕事を与え、自分の仕事に対して責任をもつようにしている。前期の活動終了日に、 

同じ委員会の友だちに対して、「ありがとう」のメッセージを書いた。生徒に提示したルー 

ルは、「丁寧に書く、具体的に書く、ありがとうの気持ちを込めて書く」の 3つである。生 

徒たちは、半年間一緒に協力して活動した友だちへのメッセージということで、 

具体的に仕事の内容を思い出しながら、スムーズに書くことができた。その中には、教師が 

気付かなかった生徒の姿が書いてあったり、生徒の目線で見た素直な気持ちを温かい言葉で 

書いてあったりして、お互いの姿を認め合っている様子がうかがえた。短いメッセージでは 

あったが、文末を「ありがとう」で結んでいる生徒が多く、受け取る側の気持ちを考えてメ 

ッセージを書くことができていた。学活ノートには、「メッセージをもらって嬉しかった。 

次の係の仕事も頑張りたい。」と書いてあり、友だちからの言葉が次の活動への意欲へとつ 

ながっていることが分かった。 
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イ「文化発表会と合唱コンクールと振り返ろう」 

      本校では、文化発表会と合唱コンクールが午前、午後に分かれて同日に開催される。この 

2つの行事について、クラス全体で振り返る活動を行った。まず、グループ毎にサイコロト 

ークで「自分」の頑張ったことや思い出に残ったことをふり返り、次に「友だち」の頑張っ 

ていたことを振り返った。その後、サイコロトークでの内容を思い出しながら「みんなを盛 

り上げたで賞」「こつこつ努力したで賞」「縁の下の力持ちだったで賞」の３つの賞にふさわ 

しい人をグループで考え、賞状を作った。賞状の文言は、教師が例を提示し、もらった人が 

喜ぶように、具体的な内容を書いたオリジナルの賞状を作成するように声をかけた。生徒は 

グループで話し合い、サイコロトークで振り返った「友だちのこと」を思い出しながら、そ 

れぞれの賞状を作り上げることができた。表彰式ではグループ毎に誰を表彰するのかを発表 

し、賞状を読み上げた。周りの生徒は賞状をもらった人を拍手で讃えることができた。この 

活動のふり返りでは、「文化発表会の準備では別々の活動をしていたから分からなかったけ 

ど、○○くんが頑張っていたことが分かった。」「まさか自分が賞状をもらえるとは思わなか 

った。とても嬉しかった。」というような感想が聞かれた。「縁の下の力持ち」や「こつこつ 

努力する人」を考えさせることで、いつもは目立たない生徒の頑張りに注目させることがで 

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実践の成果と課題 

    ア 成果 

      １年間の学活を通して、友だちと多く関わる活動に取り組んできた。その時の学校行事や 

自分たちの生活に根ざした活動をすることで、話し合ったり考えたりすることが容易であり、 

生徒たちはお互いに積極的に関わり合い、認め合うことができた。また、ＫＪ法を用いたり、 

カードや賞状に残したりすることで、自分が頑張ったことや友だちから認められたことが分 

かりやすかったようである。クラスの中で、「ありがとう」の言葉や、自分が挑戦したいと 

思う事に積極的に取り組む姿が増え、自分から積極的に学校生活を送る生徒が多くなった。 

１１月のアンケート結果では、「自分の存在感」のすべての項目、「他者からの承認」のほと 

んどの項目で、肯定的な答えをした生徒の割合が上がった。これらのことから、生徒たちは 

クラスの中での自分の存在価値を見いだし、お互いを認め合いながら、積極的に関わり合っ 

ていることが分かった。 
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イ 課題 

      実践を通して、「自分のことが好きだ」と答える生徒を少しでも増やしたいと考えていた。 

しかし、１１月のアンケートの結果を見てみると、「自分への自信」の項目で肯定的な答え 

をした生徒の割合はすべて下がった。中学校２年生の生徒にとっては、他者からの言葉を素 

直に受け入れることが難しい場合や、テストの結果や部活動の成績で他者と自分を比較し、 

自信を失う場合が多々ある。自分自身の良さを感じ取らせるためには、学級活動だけではな 

く道徳の授業にも力を入れ、自分自身をありのままに受け入れ、自分の良さに気付いていく 

活動に取り組むことの必要性を感じた。また、「友だちがダメなことをしていたら注意がで 

きる」の項目で肯定的に答えた生徒の割合も非常に低かった。真の友人関係とはどういうも 

のなのか、集団として向上していくためにはどうすべきなのか、などを考える活動にも並行 

して取り組むことの必要性も感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく思う 思う  あまり思わない  まったく思わない 
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〔松梅中学校 第１学年実施〕 

① ねらい 

     本学級の生徒たちは、誠実で、係などの自分のなすべき仕事に対して責任を持ってやろうと 

している。お互いの関係性も良好であり、思いやり、尊重している様子が見える。７月実施の 

アンケートの結果では、「他者への貢献」において、低ポイントであり、特に、「友達やクラ 

スの役に立とうとしている」、「友達の悪いところを注意している」の２項目であまりそう思 

わない以下を選んだ生徒が半数であった。このことから、他者へ積極的に関わろうとし、補い 

合える関係を作るために主題を設定し、自主性と具体性を持つ活動を取り入れようと考えた。 

② 実践「皆で進んでボランティア」 

     アンケートの結果を学級会で取り上げ、改善するべきことはどんなことか話し合いを持った 

ところ、ボランティアをしてはどうかという意見があった。一方、本研究のテーマは自己有用

感をもたせることであり、活動内容を自分たちで考え、実行することは、認めてもらいたい活

動を選択することになり、有効であると考えた。 

     小学部・中学部の職員にインタビューを行い、どのようなボランティア活動を求められてい 

るのかを探った。（写真①小学部職員室） 

内容は、Ａ案：小学部低学年への図工の補助、Ｂ案：落ち葉拾い、Ｃ案：小学生への一輪車

の指導、他、清掃・読み語りなどが上がった。様々な意見を持ち寄って、貢献度と緊急度の２

次元マップ（写真②）に掲示し、貢献度・緊急度が共に高い右上方に貼ることになったＡ案と

Ｂ案を実施することになった。Ａ案については、小学部１・２年生のおもちゃ作りのアドバイ

スや手伝いを２時間行った。Ｂ案については、１時間程度の小学部周辺の清掃活動を行った。 

 

              

① 小学部職員室                ② ２次元マップ    

 

 

 

 

 

 

 

   

 ③貢献度・緊急度を考え、適度な場所を考え中 
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事後にふりかえりを行い、『誰の、どんな行動が、いいと思いましたか。または、真似して 

みようと思いましたか。』の項目において、次のようなことを挙げていた。 

「ＡさんとＢくんがすぐに袋を持って来てくれた。進んで役に立つことを真似したい。」 

「ＭさんやＡさんが役割を分担していて早く落ち葉ひろいを行っていた。」 

「Ａさんが一人で頑張っている人のところを手伝っていた。」「Ａくんがちりとりを上手に

使っていた。」 

「Ｈくんが自分から進んでしていたこと」 

「全員教えることができていた。」 

「Ａさんが小学生といっぱい話していたのでいいと思いました。」 

「みんな１・２年生と楽しくおもちゃ作りをできていたのでいいと思った。」 

「ＡくんやＳさんが積極的に１年生と交流していた。」 

などの気づきがあり、他者の観察や自分の行動へのふり返りになったのではないかと思われ

る。自然に小学生の中に入り、会話を持とうとする生徒もいれば、なかなか入れずにいる生徒

もいた。積極的にコミュニケーションをとる方法を考えるきっかけにもなったようだ。 

③ 実践の成果と課題 

    ア 成果 

      学校生活を観察していると、係活動については、より計画的に意義を持って行うことがで

きてきているように思える。また、他者を助けることについては、これまでよりも気掛けて、

より多くのことを意識して行っているようだ。 

      アンケートの結果を考察すると、存在感の質問項目のうち、「クラスの人の役に立ってい

る」で、立っていないと答えた生徒はなく、よい変化が見られた。貢献の質問項目に関して

は、「困った人を助ける」においてよい変化が見られ、「役に立とうとしている」「注意す

る」についても少数ではあるがよい変化が見られる。 

イ 課題 

 校内研のグループ研で小学部の職員に協力いただき、また授業後に検討する機会を得るこ

とができた。その際、今後の変容やボランティア活動の発展のためには、視覚的に分かりや

すくするために活動の事前事後を教室に掲示してはどうかという提案があり、写真のように

掲示している。活動前の内容は２次元マップに貼り、活動後の内容については、付箋を移動 

させることにした。これに 

より、新たな活動を提案す 

るツールとしても、確立さ 

せたいと思っている。 

また、小中学部職員で活 

動を参観し、小学部から中 

学部への成長を追うこと 

ができたこともよかった。 
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本学級では、「他者への貢献」の項目の向上を中心に活動を行ってきたが、アンケートの結 

果では「学級に自分の居場所がある」の項目で、下降傾向の回答が見られたので、その点につ 

いても今後、改善するよう努める必要がある。 
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(3) 研究の成果と課題 

   ① 成果  

○他者からの承認と他者への貢献を中心に手立てや活動を実施したが、アンケートの集約の 

結果、「クラスに自分の居場所がある」項目について、よく思う、思うについて、１０％ 

上昇した。このことから、他者の役に立つような手立てをとった結果、クラスに居場所を 

得ていると感じた。 

○活動後にふり返りを行い、自己評価をしたことで、客観的に反省し、達成感を味わうこと 

ができていた。また、他者のよいところを見つけ、参考にする機会にもなった。 

○児童・生徒達の活動や意見・ふり返りを視覚化することに、学習集団部共通で取り組んだ。 

   教師も児童・生徒も状況の把握が容易になり、ふり返りや次の活動を起こしやすくなった

のではないだろうか。 

② 課題 

●他者を観察することで自分と他者を単に比較してしまい、自分自身を受け入れることが困

難になった面もあったと思われる。 

●他者と関わりたい気持ちがあっても行動に移せない生徒もおり、ソーシャルスキルの学習 

を取り入れる等、他者との関わり方を学ぶような活動を取り入れていくような方法も有効 

であると思われる。 

●学活だけではなく、道徳の授業でも活動についての価値づけを行い、実践・ふり返りを行 

 うことで、より有意義な活動になると思われる。 
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２ 授業づくり部 

(1)  研究概要 

① 本研究の主題 

「集団の中で認め合い、主体的に学習に取り組むための授業づくり」  

② 主題について 

児童・生徒が、自己有用感を感じるような認め合う人間関係を構築していくには、  

    学校生活の大部分を占める授業の役割は非常に大きい。  

授業の中で、認め合う人間関係を構築していくために、他者とかかわりを必然的に  

もてるようにし、承認される場をつくることが大切である。このように小集団学習が  

活性化するような手立てを、授業の中で計画的・継続的にとる必要があると考える。  

また、認め合い人間関係が構築された学級集団になることで主体的に学習に取り組

めるよう、上記の主題のもと研究を進める。  

③ 研究の内容と方法 

自己有用感が高まる要因を「自分への自信」「自分の存在感」「他者からの承認」「他  

者への貢献」の４つに分け、アンケート調査を行う。その中で、「クラスの人の役に

立っている」「クラスに自分の居場所がある」「クラスの友達から認められる」「クラス

の友達から信頼されている」「クラスの友だちから頼られることがある」「クラスの友

だちのために何か役立とうとしている」の項目に注目し、これらが改善される手立て

を考える。 

   特に次の、３点を重点的な手立ての柱として取り組む。 

 ア 小集団学習を必ず取り入れることで、他者とのかかわりの場を設定する 

イ 他者から承認される手立てを発達段階に応じてとるようにする 

ウ ふり返りを行い、自己評価によって次への意欲を高めると同時に、教師が児童・ 

  生徒の頑張りを認めるようにする 

   

(2) 具体的な実践 

① 日新小学校（２年生） 山下 美紀 

② 神野小学校（３年生） 吉田 渚 

③ 城東中学校（技術）  福村 政数 

④ 鍋島中学校（社会）  卯津江康憲 

⑤ 思斉中学校（体育）  前田 良紀 

⑥ 城西中学校（理科）  佐藤晋太郎 
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①日新小学校 ２年生の取組 

１ 児童の実態と実践方法 

(1) 児童の実態 

本学級の児童は、元気いっぱいで明るく、学校生活を楽しんでいる。しかし、友だち

の話を聞いたり、友だちの気持ちを考えたりすることができず、トラブルになる事も少

なくない。また、はずかしくてみんなの前では、声を出して話ができない児童もいる。

アンケートでは「友だちに話しかける」「友だちに話しかけられる」の項目の結果より、

自己存在感をもてる児童は多いことが言える。一方「褒められる・認められることがあ

る」の他者からの承認の項目では、低い値になっており、自己有用感を感じていない児

童がいることが分かる【図１】。本学級の児童は、まだ友だちとコミュニケーションを

とることが苦手で、友だちと関わろうとはしているものの、言い方や伝え方、振る舞い

方が分からずにいると考えられる。児童は、集団で遊んでいるところに「入れて。」「一

緒に遊ぼう。」と言えず孤独な思いをしたり、友だちを責めたりしている児童が見受け

られ、対人関係スキルの習得が必要であり、自己有用感がもてるような取組が必要だと

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【図１事前アンケート結果】 

(2) 実践方法    

① ソーシャルスキルトレーニング（「あいさつスキル」「聞き方スキル」「仲間のさ 

 そい方スキル」「仲間の入り方スキル」）の取組 

児童の実態から、人間関係の幅を広げると共に良好な人間関係を築かせて、学校 

生活を楽しく豊かなものにしていけるスキルの取組  

② 小集団活動 

授業では、児童一人一人が友だちと関わることができるような場の設定  

③ 承認の場の設定（メッセージ交流） 

友だちのいいところを見つけさせ、自分の考えや思いを伝えさせる工夫  

④ ふり返りの場の設定 

     学習や活動を振り返らせ、自分ができていること、頑張りたいことを明確にできる

ふり返りカードの作成  

55% 
32% 

7% 

3% 
3% クラスの友だちに話しかけられる 

よく話しかける 

時々話しかける 
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65% 

16% 
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時々話しかける 
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話しかけない 

無回答 

26% 

45% 
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２ 実践例 

(1) 題材名 友だちとなかよく 【学級活動（２）－ウ】 

～すすんでなかまに入る れんしゅうをしよう（ＳＳＴ）～  

(2) 本時のねらい 

仲間の入り方を知り、仲間の入り方のポイントを使って練習することができる  

(3) 本時の展開         ●達成不十分な児童への支援  

過程  学習活動 教師の働きかけと評価  個に応じた指導  
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１ めあてをとらえる  

 

 

 

 

 
○友だちが楽しそうに遊んでいる絵を提示し、自

分の遊びたい時にどうするか考えさせる。  
 
○遊びたいが、なかなか言い出せない児童の意見

について考えさせ、自分から言い出すことの難
しさをおさえる。  

 

・Ｙ児とＴ児に

は前もって、学

習の流れを伝

えておく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

友だち関係を

考え、グルーピ

ングは配慮す

る。  

 

 

 

 

 

セリフが分か

りやすいよう

に、黒板や電子

黒板にシナリ

オを提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すすんで なかまに入る れんしゅうをしよう。  

 

 

 

 

 

 

２ モデリングを見て、

なかまに入るポイント

を知る 

・なかまに入る役…先生  

・遊んでいる役…児童  

３ なかまに入るポイン

トに気を付けながら練

習①をする 

 

 

 
○人との関わり方を学習するときの約束をする。  
 
 ・ひやかさない  
 ・はずかしがらない  
 ・ふざけない  
 ・よいところを見つける  
 
 
○モデリングを見て、よいところに気付かせな

がらポイントをまとめる。  
 
 
 
 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
 
○活動の場所を説明し、モデリングと同じ場面

を役割に分かれて練習させる。  
○練習のやり方と役割を確認する。仲間に入る

役、遊んでいる役、見守る役に分かれ、仲間
に入る役には赤い帽子をかぶらせる。  

●ふざけている雰囲気がある時は、助言する。  
 
 
 
 
 
 
 
【小集団活動】  
 
 
 
 
○見守る役には、ポ

イントを意識しながら見守らせ、誘う役のよ
かったところやアドバイスを伝えさせる。  

●話し合いが進まないときは、ポイントについ
て振り返らせ、思ったことを言わせる。  

 
               

評価  

【なかまに入るポイント】  
○あい手に近づく  
○あい手の顔を見る  
○え顔で話しかける  
○なかまに入りたいことをつたえる  
 

楽しそうに遊ん
でいる子どもた

ちの絵  

なかまに  はいりたいなぁ  

「なかまに入る役」は、赤い帽子をか

ぶってポイントの練習をする。  
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／  

 

 

 

ふ

り

か

え

る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 練習①をふり返り、

話し合う 

５ なかまに入るポイン

トに気を付けながら練

習②をする 

 

６ 練習②を振り返る  

 

 

 

 

 

７ 学習のまとめをする  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

【メッセージ交流】  
 
○ふりかえりカードに記入させ、練習②で頑張

りたいポイントを決めさせる。  
 
○ふり返りを生かし、もう一度練習をさせる。  
 
○仲間に入るポイントができたかどうか振り返

らせ、カードに記入させる。  
 
 
 
   【活動のふり返り】 
 
 
 
 
 
○今日学習したことは、学校生活の中でも、遊

ぶときなどいろいろな場面で使えることを確
認する。 

○スキルの獲得と定着を目指してチャレンジ週
間を設けることを伝え、実践しようとする意
欲をもたせる。  

 

 

言葉でのアド

バイスが難し

いときは、ペー

プサートを使

って交流させ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

(4) 児童の感想 

 

 

 

 

 

 

【図２児童の感想（ふり返りカード）】 

 

 

なかまに入るポイントを使って練習することができたか。  

           【思考・判断・実践】（観察，ワークシート）  

 

よくできたポイントを伝える。  

「見守る役」は、なかまに入るポイン

トが、４つか３つできていたら「ニコ

ニコマーク」、２つか１つだったら「が

んばれマークを」提示する。  
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３ 研究の考察 

  学級全体における有効性 

ソーシャルスキルトレーニングの学習後、チャレンジ週間を設定した。児童の感想から、

学習したスキルのポイントを使って関わることができたことがうかがえる。【図２】その結

果、どの児童も自分から相手を意識して話しかけることができるようになってきており、

友だちと関わろうとする姿が見られるようになった。また、話しかけられたり、認められ

たりしていると感じない児童は減っているものの、まだ承認感が低い児童もいることがう

かがえる。特に、「褒められ・認められることがある」の項目で「ない」に回答している児

童が９％いた。また、「クラスの役に立っていると思う」の項目では、「思わない」が０％

になった。【図３】これは、授業の中で少人数のグループ活動を取り入れ、友だちと良好な

関わり方ができ、その中でメッセージ交流をすることで、自己有用感をもてるようになっ

てきたと考えられる。 

 

 

 

              【図３事後アンケート】 

 

４ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

・友だちと良好に関わるためのソーシャルトレーニングの学習をすることで、意識して

自分から関わろうとする児童が増えた。 

・少人数活動をすることで、どの児童も自分の考えを伝えたり、スキルのポイントを練

習したりすることができ、意欲的に学習する姿が見られた。 

    ・メッセージを伝える取組をすることにより、相手の気持ちが分かり、少しではあるが、 

一人一人の自己有用感が高まった。 

(2) 課題 

・認め合う活動の場を設定し、交流活動を１時間の中に設定する有効性はあるが、１時

間の授業の中で、いかに短時間で活動できるかが課題である。また、他者を認める視点

を広げるための手だてを考える必要がある。 

56% 

44% 

クラスの友だちに話しかける【１１月】 

よく話しかける 

時々話しかける 

あまり話しかけない 

話しかけない 

無回答 

60% 

34% 

6% 
クラスの友だちに話しかけられる【１１月】 

よく話しかける 

時々話しかける 

あまり話しかけない 

話しかけない 

無回答 

28% 

50% 

13% 

9% 
褒められ・認められることがある【１１月】 

とてもある 

ある 

あまりない 

ない 

無回答 

28% 

59% 

13% 

クラスの役に立っていると思う【１１月】 

とてもそう思う 

思う 

あまり思わない 

思わない 

無回答 
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②神野小学校 ３年生の取組 

１ 児童の実態と実践方法 

(1) 児童の実態 

    ４月に行った「Q—U」テストの結果から見てみると、非承認群３名（9.3％）傷害行為 

認知群 11 名（34.3％）学級生活不満足群３名（9.3％）要支援群１名（3.1％）という結  

果があがり、現状に満足している児童は半数以下であった。さらに詳しく分析するため  

に４月当初に実施したアンケートより、本学級の児童は「クラスの友だちから話しかけ  

られる」や「クラスの友だちに話しかける」に関しては満足度が高く、友人関係は良好  

であるように見える。しかし、「クラスの友だちの役に立っていると思う」の質問にはク 

ラスの 53％の児童がいいえと回答し、また、「友だちからほめられる認められることが  

ある」の質問にもクラスの 50％の児童がいいえと回答している。これらの項目に着目し、 

「算数科での学び合いの活動」、「互いを認め合う活動」を通して、①一人一人が活躍で 

きる授業の形態、②他者からの承認を得る機会の保証、の２点を考えながら自己有用感  

の向上を目指した。  

(2) 実践方法 

① 小集団活動（各教科での「2 人でタイム・みんなでタイム」の実施） 

② 承認の場の設定(他者の活躍を認め、自己の承認感を感じる「すごいねカード」の実 

施) 

③ 活動のふりかえり（毎回授業の最後にポイント（★）に沿った感想を書かせる） 

 

２ 実践例 

(1) 指導案と授業の様子 

   展開（   …評価の観点と評価基準＝Ｂ） ●…達成不十分な児童への指導  

過

程  

学習活動  教師の働きかけと評価  

 

つ  

か  

む  

 

／  

 

 

見  

 

通  

 

す  

 

 

／  

 

１ 問題文を読み立式する。  

 

 

 

 

２ 見通しをもつ。  

・全部の代金を求める問題だ。 

・今までは２つの数のかけ算だ

ったけど、数が３つ入ってい

る。 

・かけ算がつかえるかな？  

・式が２つできるかな？  

・図を描いて考えてみよう。 

３ 学習のめあてを知る。  

 

 

４ 答えの求め方を考える。  

○立式に必要な数字には○、聞かれていることには波

線をひき、題意をとらえやすくする。  

 

 

 

○求めるものが何か具体的にイメージさせるため、実

物を提示する。   

 

 

 

○学習のめあてと評価を知らせる。  

 

 

１こ７５円のおかしが、１箱に５こずつ入っています。  

２箱買うと、代金はいくらですか。  

代金を求める方法を考えよう。  

１箱目 ○○○○○ ５こ 

１箱目 ○○○○○ ５こ 

       ○○○○○  

２箱（全部）で○○○○○ １０こ 
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調  

べ  

る  

 

／  

 

 

 

 

 

練  

 

 

り  

 

 

合  

 

 

う  

 

 

 

／  

ま  

 

と  

 

め  

 

る  

／  

 

つ  

 

か  

 

う  

 

 

 

 

①  １箱の代金を先に求める。  

②  お菓子の個数の合計を先に

求める。 

③  １つの式にまとめて考え

る。 

 

５ ２人でタイムをする。  

・自分の考えを言葉、式、図を

使って説明する。  

 

６ みんなでタイムをする。  

〈予想される児童の反応〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  ３つの数の計算の仕方に

ついてまとめる。  

 

 

 

 

 

 

８ 適用問題に取り組む。  

３２８×５×２＝３２８０  

  ５×２＝１０をつかう  

９ ０ × ３ × ３ ＝ ８ １ ０ 

 

  九九がつかえる  

    

 

 

 

 

 

○大事な言葉（説明で使う言葉）をもくもくに書くよ

うにさせる。  

○全体の考えを把握する。  

○手のつかない児童には、おはじきを使って考えさせ

る。 

 

○ノートを相手に向け、根拠を指し示しながら説明さ

せる。 

○分からないところや疑問点は、聞き返させ理解させ

る。 

 

○代金がいくらになったかを最初に確認することで  

児童の意識を考えの過程に向けさせる。  

○自力解決をした児童に計算の仕方を説明させる。  

 

○１つ１つの式が求めているものは何かを明確にし、  

説明させる。  

 

○考え①と②は、それぞれ（ ）を使った式で表せる  

ことに気づかせる。  

①  （７５×５）×２＝７５０  

②  ７５×（２×５）＝７５０   

 

○２つの式の違うところ、同じところを聞き、より簡

単な計算の順序に目を向けさせる。  

○計算の順序についても再度確認し、結合法則のよさ

を実感させる。  

 

・７５×５より５×２の計算の方が簡単。  

・５×２を先にすると、筆算を使わずに計算できる。  

 

○児童の言葉を使いまとめる。  

 

○どこに（ ）をつけると速く簡単に計算できるかを

丁寧におさえる。  

 

 

１箱がいくらになるか先に求め

る  

①  ７５×２＝３７５  

②  ３７５×２＝７５０  

答え  ７５０

円  
お菓子の個数を先に求める  

①  ５×２＝１０  

②  ７５×１０＝７５０  

答 え  ７ ５ ０

円  
１つの式にまとめて考える  

７５×５×２＝７５０  

答え  ７５０

円  

３つの数のかけ算では、は

じめの２つを先に計算して

も、あとの２つを先に計算し

ても、答えは同じになる。  

－28－



つ  

 

か  

 

う  

／  

 

 

 

 

 

 

９ 電子黒板を使い、フラッシ

ュカード問題にチャレン

ジする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ポイント（★）に沿ったふ

り返りをする。  

 

 

 

 

 

○学習内容の定着を図るため、瞬時にどちらの計算が

早く解けるのかを判断させる。  

 

○なぜ選んだのかを考えさせることで、確かな理解を

うながす。  

 

○早く簡単に解けた経験から、結合法則のよさを実感

させる。  

 

 

 

 

 

○友だちの「きらりノート」にふせんを貼る。  

○自分の学習をふり返り、自己評価をさせるとともに、

学習の感想を書かせる。  

○今日の学習で見つけた友だちのすごいところにつ  

いて「すごいねカード」を書き、直接渡す。 

(2) 一人一人が活躍できるための手立て 

     自分の考えをグループの全員に伝えるための練習として、「２人でタイム」を設け、まず

隣の席の友だちに説明をさせる。そこで自分の考えを確かなものとし、自信を持たせ全体

の場で言いやすい雰囲気を作る。これによりグループ内でも活発な意見の交流ができ、最

後には全員の考えが入った１つのまとめが出来上がった。自分たちの考えで作り上げたま

とめに、児童は活躍できたという達成感を感じることができた。  

      

【２人でタイムの様子】        【グループでのシェアリング】  

 

 

６５×２×５＝  

 

６５×（２×５）＝  

２５×４×４＝  

 

（２５×４）×４＝  

 ポイント（★）  

◎がんばったことは、…です。  

◎～さんの考えは、…のところがよかったです。  
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(3) 他者からの承認を得る機会の保証のための手立て 

    授業の最後に「すごいねカード」を書く時間を設け、その時間内に自分がすごいと感じ 

た友だちに一言メッセージを書かせた。なかなか普段話しかけることができない友だちに

対しても、カードを渡すというきっかけのおかげで、コミュニケーションをとることがで

きた。また、普段はすごいと思っても伝えることがない気持ちを伝えることができ、渡す

方も受け取る方も嬉しそうな表情で受け渡しをしていた。  

 

 

【すごいねカード】  
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３ 考察 

(1) 児童のアンケートより 

    取組後の感想の中には「たくさん発表できて楽しかった。」「みんなが考えを認めてく

れてうれしかった。」「もっと発表をしたくなった。」「自信が持てた。」との記述が多々見

られた。普段消極的な児童が何度も手を挙げ発表していたのが嬉しかった。取り組みの

前は１８名の児童が消極的な気持ちで取り組んだが、取組後は２９名の児童ができた、

と思って終われたことを考えると、成果が出たと考える。  

    また、「すごいねカード」の取り組みを通して、「発表をたくさんしたくなった。」「み

んなが見てくれていてうれしい。」「学校が楽しくなった。」「意見を言う勇気がでた。」と

満足の声が多く出た。実際にクラスの雰囲気も意見が活発に出るように変わっていった。

このことから、自分の考えを確かなものにする「２人でタイム」の設定→グループでの

シェアリング→「みんなでタイム」→「すごいねカード」の交換の流れは、自己有用感

を高めることにつながったと考えられる。  

取組後のアンケート結果では、「クラスの人の役に立っていると思う。」への回答が、

４月当初「いいえ１７人」だったのに対し１０月には「いいえ１１人」へと推移した。

（グラフ①）「クラスの友だちからほめられることがある。」への回答も、４月当初「い

いえ１６人」だったのに対し、１０月には「いいえ１０人」へと推移した。（グラフ②）

「クラスの友だちから信頼されていると思いますか。」への回答は、４月当初「いいえ１

７人」だったのに対し、１０月には「いいえ７人」へと大きく推移した。（グラフ③）こ

れらの取り組みを半年間続け、すべての児童にまでとはいかなかったが、クラスへの貢

献感やクラスの友だちからの承認感を感じる児童が増え、成果が出たと思われる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

非承認群 ３名 → ３名 

傷害行為認知群  11 名  → ６名 

不満足群 ３名 → ２名 

要支援群 １名 → １名 

                                            （「Q—U」テスト結果４月→10 月） 

 

 

            【自己有用感に関するアンケート結果】  
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【児童の感想】  

 

４ 成果と課題 

(1) 成果 

   ・少人数活動をすることで、どの児童も授業に参加しているという自己の存在感を感じ  

ることができ、意欲的に活動する姿が見られた。  

   ・他者から認められることにより、自分が役に立っているという自信が芽生え、自己有  

用感の伸長がみられた。  

   ・ふり返りの活動をすることで、自分の出来不出来が明確にわかり、次の活動につなげ  

ることができた。  

   

(2) 課題 

 ・一人一人が活躍できる「場の設定」は行なえたが、「機会の保証」までは手が行き届か  

なかった。低位の児童が承認を受けるためには「活躍できる場」をどのように設定すべ  

きかが必要である。  

   ・手立てが多すぎて授業の目標とのバランスが難しかった。時間の配分や手立ての精選  

が必要である。  
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③城東中学校 ２年生の取組 

１ 実践方法 

(1) グループ活動での目標 

    グループ内で“聞きやすい集団の雰囲気”をつくるための効果的な手立て  

(2) 自己有用感を高めるための「聞きやすい集団づくり」 

下のグラフでも分かるように、「クラスの友だちから話しかけられる」や「クラスの友

だちにはなしかける」に関しては満足度が高く、友人関係は比較的良好であるように見

える。しかし、「クラスの友だちから、頼られることがある」の質問には 44％もの生徒

が思っていなし、「クラスの人の役に立っていると思う」の質問でも 56％の生徒が思っ

ていない。これらの項目に着目して、エネルギー変換分野での製作実習のグループ活動

を通して、①聞きやすい集団作りを行う手立て②グループ内での会話が頻繁に出るよう

な授業の形態、の２点を考えながら、自己有用感の向上目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実践例 

(1) 聞きやすい集団作りのための手立て 

      班長及び全体には各部品の特徴（極性  

の有無、熱に対する強弱）伝え、班長が   

“注意すべき点”を班員全員で考える。  

これにより、技術的には、はんだの量で  

あったり、はんだを当てる時間であった  

りを班で考えて製作に望むことができ  

る。 

右の【図１】では、左がはんだを当て  

る時間が短いパターン、右がはんだの量が  

少ないパターンである。また、事前に注意すべき点を班で話し合っているので、気づい

た生徒が助言をしやすい環境もできると考える。  

【図１：はんだ付け実習での失敗例】  

【グラフ１：事前アンケート結果】 
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グループで話し合った“注意すべき点”では実習の進度によって内容が変わっていく  

が、「あせらず基盤を押さえながらしよう」とか「こて先をしっかりと糸はんだに付けよ  

う」とか「はんだごてを２秒間つけよう」などさまざまなことが各班の目標として挙げ  

らていた。 

 

 

(2) グループ内で話が頻繁にできるための手立て  

各部品の接合ごとに必ず班長が確認作業を行  

うことで、班員同士が話やアドバイスがしやすい     

雰囲気が作れるのではないか、その中で実習にお  

ける技術力を持っている生徒が班員に積極的に  

声をかけることができるのではないかと考えた。 

班の会話が頻繁になり、雰囲気がなごやかになっ  

ている班が多かったように感じる。  

 

３ ワークシートの記入例  

自習を始めるの前の気持ちを書かせたワークシートの例である。  

 

   

 同じ生徒が実習後の気持ちを書かせたワークシートの例である。  

 

 

 

【図２：グループ目標例１】  【図３：グループ目標例２】  

【図４：グループ学習の進度】 

【図５：生徒Ａ実習前評価】 【図６：生徒Ｂ実習前評価】  

【図７：生徒Ａ実習後評価】 
【図８：生徒Ｂ実習後評価】 
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４ 指導案および授業の様子 

                   ※『   は、主にグループ活動を取り入れる部分』 

段  

階  
学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点 

導
入 

○ワークシートの記入  

 

●製作前の素直な気持ちを

記入させる。  

 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

○あんしんライトは、どんな

部品からできているのかを

確認しよう。 

 

 

 

 

 

 

○はんだごての使い方を確認する。  

 

○はんだ接合の良いパターンと

悪いパターンを確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

○抵抗器のはんだ付けをする。  

 

○ダイオードのはんだ付けをする。  

 

 

 

 

 

○作業の結果をワークシートに

図にしてまとめる。  

●電子部品の写真に名前と簡

単な働きを書き提示する。  

 

●部品によって極性がある

事を知らせる。  

 

 

 

 

●実演を見せながら説明する。 

 

●実物を見せながら説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●はんだの量とこてをあて

る時間を考えさせる。  

●極性を考えて接合させる。  

 

 

 

 

 

●はんだ付けの様子を図に

かかせる。  

◎電子部品の名前と特徴を

ワークシートにまとめ、製

作に生かそうとしている。 

【関心・意欲・態度】  

机間巡視、ワークシート  

 

 

 

◎実演をみて、ワークシ  

ートにまとめ、実習に生か

そうとしている。  

【創意工夫】【技能】  

 机間巡視、ワークシート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎はんだ付けがきちんと  

できる。  

【技術】  

 机間巡視  

◎実習の結果をワークシート

にまとめることができる。  

【創意工夫】【技能】  

 机間巡視、ワークシート  

ま 
 

と 
 

め 

 

○本時の学習内容について自己

評価を行う。  

 

●ワークシートに今日の学

習の評価を記入させる。  

 

 

 

 

【図７：生徒Ａ実習後評価】  【図８：生徒Ｂ実習後評価】 

グループで注意すべき

点についてまとめる  

グループで確認をしな

がら作業を行う  

はんだごての使い方をマスターしよう。  

練習基盤に抵抗器とダイオードを接合しよう。  

 

実習の様子（学級全体）  

 

教えあいながらの作業の様子  

グループ活動の様子 
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３ 考察 

(1) 生徒のふり返りより 

    実習後の感想には、「班で協力できた。」という感想が多くみられた。前に書いたが、

だんだんと雰囲気の良くなった班が増えていったのは嬉しい限りである。また、練習の

時にはあまり聞けなかった生徒も「班長に聞きやすかった。」などの感想も見られた。練

習時に図４のような技量の生徒も「あまり失敗をせずにできたのでよかった。」「みんな

が教えてくれたのでうれしかった。」などの感想を書いている。班長の感想をみても、「自

分がアドバイスをして喜んでくれたのがよかった。」など自己肯定感を高めた生徒も見ら

れたのが良かったと思う。しかし、「あまり話せなかった。」と答えた生徒もいるので、

今後このような生徒に対してどのような方法で声かけをすればよいのか、今回の雰囲気

は班長の技量・人柄に負うものが多いように感じるので、その点をどのようにすれば誰

もが楽しく実習に参加できる班活動ができるのかを考えなくてはならないと考える。  

 

(2) アンケートの結果より、自己有用感の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業前後のアンケートにおいて、「クラスの人の役に立っていると思う」という質問に対

して「とても思う」「思う」と回答した生徒の割合が 44％から 62％へ増加した。また、

「クラスの友だちから頼られることがある」という質問に対して「よくある」「時々ある」

と回答した生徒の割合が 62％から 72％へ増加した。今回の授業で一定の成果を収める

ことができたように感じる。これからも授業においていかにコミュニケーションがとり

やすい雰囲気をつくるのかを考えていきたいと思う  

 

【グラフ２：事後アンケート結果】 

【生徒の感想】 
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④鍋島中学校 ２年生の取組 

 

１ 生徒の実態と実践方法 

  (1) 生徒の実態 

    鍋島中学校には、主に２つの小学校から進学した各学年６学級、１学級あたり 40 名  

に近い生徒が在籍しており、県内で生徒数の多い学校の１つである。今回研究の対象と  

した２年３組に在籍している生徒数も 37 名と多い。そのため、２年生になってもほと  

んど関わりをもったことのない生徒がいるなど生徒相互の関係は濃いとは言えない。  

また、自己肯定感と自己有用感を問うアンケートを実施したところ、「学校生活でがん  

ばっていることがあるか」という質問に対して「ある」と回答した生徒の割合が半分以  

上であったが、「クラスのために役に立とうとしている（思う）か」という質問に対して  

「ある」と回答した割合は４分の１程度と少なかった。また、クラスの役に立つ具体的  

な行動をしている生徒は更に少なく、「クラスの友達に信頼されているか」という質問に 

対して「全く思わない」と回答した割合が学級の 11％をしめるなど自己有用感に課題が 

見られた。そこで、生徒の自己有用感を高める授業実践を行う必要性があると考えた。  

(2) 実践方法 

   ① 小グループ学習 

     今回の研究の方法として、まず、小グループでの学習を行った。グループ学習は単  

元の終末に１単位時間を設け、今まで学習した内容を活用する学習問題を設定した。 

他者の話を聞いたり、他者へ話したりすることで多様な考えの生まれる、もしくは考  

えの深まる必然的にグループ学習が生まれる学習問題を設定した。  

   ② グループにおける役割（出番）の設定 

     小グループの学習では、生徒に役割（出番）が生まれるようにした。班は４人構成  

として司会者、記録者、発表者、発表ボードまとめ係のそれぞれの役割を必ず担うこ  

ととした。 

   ③ 承認の場の設定 

     付箋紙を生徒に配布し、「ありがとうメッセージ」カードとして用いることで、互い  

に承認し合う場を設定した。社会科の学習において、小グループ学習を行い、そこで  

個人個人が自分の役割を果たし、その役割に対して他者から承認が与えられることに  

よって自己有用感が高まると考えた。  

   

２ 実践例 

   日 時 平成 27 年 10 月 20 日（火） ２校時 

   学 級 ２年３組（37 名） 

   単元名 「社会の変化と幕府の対策」  

   本時の学習指導  

  (1) 本時の題材 「田沼と松平の政治を評価しよう」 

  (2) 本時の目標 

    ・田沼の政治と松平定信の政治をくらべて、江 

戸幕府の財政立て直しにより貢献したのはどち  

    らか選択し、その理由を考え表現することがで  

きる。                       【ワークシート】  
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  (3) 学習指導過程（ ６／６ ）                

過
程  

学習活動  

言語活動（★）【形態】  

形態 教師の指導・支援（○）および評価（◇） 

ＩＣＴ利活用（■） 
 

 

導  

 

 

入  

 

１ 田沼意次と松平定信の政策につい

て振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確認する。  

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

○既習の内容である田沼と松平の政策につい

て問う。生徒の意欲を高めるために田沼、松

平の顔の資料を提示する。  

 

 

 

○「白河の清きに魚のすみかねて・・・」の

狂歌を生徒に示す。田沼と松平の政策の優劣

が江戸時代にも比べられていたことを紹介す

ることで政策評価の意欲を高める。  

 

 

 

 

展  

 

 

 

 

開  

 

３ ２つの政治をまとめ、比べて財政

立て直しに有効だったのはどちらの政

治か選択し、その理由付けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ★班で個人の考えを交流する。発

表ボードに整理し、発表する。（【意見

交換】） 

 

個  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班  

 

 

○ワークシートを配布し、どちらを選択する

か、また選択した理由を記録させる。財政立

て直しという観点として①収入が増えたかど

うか、②支出が減ったかどうかを評価させる。 

 

 

 

 

 

 

○４人班を作り、司会、記録、発表、発表ボ

ードなど一人一役の係りを分担させる。個人

の考えを班で交流させることで考えを深め、

広げさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のめあて：田沼意次の政治と松平定信の政治をくらべて，江戸幕府の財政立

て直しにより貢献したのはどちらか考えよう。  

◇Ａ どちらの政策が優れていたか選択し、

その理由を財政の立て直しの２つの観点か

ら評価できている。  

◇Ｂ どちらの政策が優れていたか選択し、

その理由を財政の立て直しの１つの観点か

ら評価できている。  

 

・田沼は株仲間の結成を奨励した。  

・松平は旗本・御家人の借金を帳消し  

にした。 

・田沼は長崎貿易を奨励した。  

・松平は朱子学以外の儒学を禁止し

た。 

・財政立て直しに効果的な政策を行っ

た政治家は田沼を選択しました。その

理由は株仲間を奨励することで、幕府

は商人からの多くの収入を得ること

ができたと思うからです。  

・私は松平を選択しました。その理由

は出稼ぎ百姓を村へ帰すことで百姓

から収入を得ることができたからで

す。 
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ま

と

め  

 

５ ★ワークシートに本時のふり返り

を  

記録する。（【記録】）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個  

 

 

 

○同じ班員の考えや他の班の考えを聞いて、

自分の考えがどのように変わったか、他の考

えを聞いた感想を記録させる。  

 

(4) 本時の考察 

   ・グループ学習ではグループで話し合う必然性のある学習問題を設定したこと、班員 

それぞれが役割を担うことでグループ学習が活発に行われた。 

   ・班員それぞれが役割を担ったことで積極的に「ありがとうメッセージカード」を書 

くことができた。 

３ 研究の考察 

 鍋島中学校２年３組に対して、１学期に行ったアンケートと２学期に行ったアンケート

をくらべると、自己有用観に関する項目で伸びが見られた。  

【図１ １学期アンケート結果】      【図２ ２学期アンケート結果】 

【図３ １学期アンケート結果】      【図４ ２学期アンケート結果】 
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そう思う 

22% 
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44% 
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28% 
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ない 

6% 

クラスの人の役に 
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そう思う 
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【図５ １学期アンケート】       【図６ ２学期アンケート】 

   特に、「クラスのために役に立とうとしている」という意識の面において、約７割の生徒

が肯定的な回答を行った。また、行動面においても、２学期の結果においては８割以上の

生徒が「クラスの人の役に立っている」と肯定的に回答し、クラスのために「全く思わな

い」と回答した生徒はいなかった。  

   これらの結果は、授業において小グループ活動を行うことで、クラスの役に立ちたいと

いう意識を持っていた生徒が実際に活躍する役割・場面を設定されることで、行動に移し

やすくなったためだと考えられる。また、「ありがとうカード」という手立てによって、班

のために行った行動に対して承認、称賛が与えられることで、さらに「役に立とう」とい

う意識が向上したものと考えられる。 

４ 研究の成果と課題 

(1) 成果  

 

 

 

 

 

 

 

【図 ７ ありがとうカード】 

  ・必然的な小グループ学習を行うこと、グループ学習で役割の設定を行い、その後あ  

りがとうカードを書くことで、図７のように班員全員に活躍し、承認される機会を設  

けることができた。  

・第２点が、自己有用観に関わるアンケート結果に伸びが見られたことである。「クラ  

スのために役に立とうとしている」「役に立っている」「信頼されている」と回答した  

生徒が増加した。  

(2) 課題 

・単元の終末に小グループ学習を行ったため、回数が少なかったことである。計画的  

に小グループでの学習活動を設定する必要性がある。また、小グループで役割（の視 

点）を与えなくても、他者の何がどのように良いのか、自分で考え、承認できる生徒  

を育成していく必要はある。  
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⑤思斉中学校 ２年生の取組 

 

１ 生徒の実態と実践方法 

(1) 生徒の実態 

思斉中学校は、「表現力の育成」を目指して教育活動を実践している。今回の研究では、

対象学年を２年生としている。社会性を育むために、集団で声を交わしコミュニケーシ

ョンの中で他者からの承認により高めることのできる自己有用感に注目して授業を実践

していく。この自己有用感に関するアンケートを取り、自己有用感の高まりが分かる他

者からの承認についての質問に注目した。「クラスの友達から認められている」、「クラス

の友達から頼られている」、「クラスの友達からありがとうと言われたことがある」であ

る。また、他者からのかかわりの部分で、「クラスの友達に話しかける」、「クラスや友達

のために何か役に立とうとしている」、「クラスのみんなにあいさつをしている」の質問

についても注目し、アンケートを検証していく。２年生全クラスでアンケートを取り、

すべてのクラスで授業の実践を行う。その中で「そう思う」「少しそう思う」の回答が少

なかったクラスに注目し、この６つの質問にについて「そう思う」「少しそう思う」を高

めるための活動を実践した。  

(2) 実践方法 

① 小集団によるグループ活動 

自己有用感を高めるための手立てとして、承認の場を多く作るようにした。小集団  

によるグループでの活動を通して、練習や試合で声かけを行い、関わり合いがしやす

い環境を作った。できた部分はみんなで喜び、失敗しても励ますなどして意識をして

グループのみんなに関わろうとする場を作らせる。  

② my☆ターゲットの設定 

グループ内で my☆ターゲット(グループ内で自分が注目する人）を一人決め、目標  

を確認し、学習ノートに記入させ、実際に活動の中でどのように頑張っているかを見 

ていく。my☆ターゲットへの評価を付箋を使用して記入させ、頑張っていた部分を付  

箋に書き出し、my☆ターゲットに渡すという方法を毎時間実践した。また、授業の振  

り返りをさせ、授業の反省や次回の授業への目標設定をさせ、今回の研究に取り組ん  

でいく。 

 

２ 実践例 

   授業は全９時間で行った。種目は、球技のバレーボールをグループでの活動を中心に行

った。毎時間の授業の流れは、以下のように統一した。授業のめあてを３段階に分けて設

定し、それぞれの技術向上にむけた授業展開を行った。自己肯定感を高めるために承認の

場も入れていく。  

過

程 

学習活動 教師の指導・支援   ◆評価の観点（方法） 

     

つ 

か 

む 

 

 

１ 会場準備 

 

準備運動･出欠確認 

目当ての確認○め  

 

○早く来た者から準備を協力して行う。（T1） 

◆周囲への気配りをして協力して取り組めているか。（観

察） 

○コーディネーショントレーニングを行う。（T1･T2） 
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   今日の my☆ﾀｰｹﾞｯﾄの

確認と今日の目標の

確認 

 

○my☆ﾀｰｹﾞｯﾄを確認して、一人ひとりの今日の目標を互い

に提示させる。（T1） 

（ｍｙ☆ﾀｰｹﾞｯﾄとは、この１時 

間でグループ内でのﾀｰｹﾞｯﾄを 

決め、その人の頑張りを責任 

持って見ていくこと。） 

★自身の頑張る目標を宣言する。 

 

 

 

展 

  

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ グループ練習 

 （パス練習・サーブ練習） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 簡易試合（5 分×３） 

 ①（A-B） 

②（B-C） 

③（A-C） 

 

★ミスを次にいかせる声かけをグループ活動で考えさせ

る。（T1･T2） 

◆声を出して、積極的に取り組んでいるか。（観察）（T1･

T2） 

★いいプレイができたときのﾁｰﾑﾒｲﾄへの声かけを意識さ

せる。（T1･T2） 

◆狙ったところにサーブを打ち、カットができているか。

（観察）（T1･T2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○試合順を確認して、簡易試合をさせる。（T1） 

＜主なルール＞ 

 ・何回でもいいのでチームでつなげて相手コートに返

す。 

 ・サービスは自分の打てるところから打つことができ

る。 

★得失点後のチームでの声かけを行わせる。（T1･T2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
考
え
る
・
深
め
る
） 
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３ 研究の考察 

  (1) グループ活動より 

    授業では、グループ練習と試合で褒めあう場面やお互いに頑張ろうという雰囲気が出

ていた。全体的に、得点に結びついたら、互いに喜び、拍手をしてたたえていた。考察

は３つ考えられる。一つ目は褒める場面や認める場面を作りながらチームプレイをする

ことで、チーム全体に「みんなで頑張りたい」という雰囲気が出てきたことで積極的な

言動につながったようである。二つ目は、普段はあまり積極的に声をかけない生徒もみ

んなで声をかけ合ったことにより、以前よりも声かけができるようになり、みんなで喜

び、授業への意欲的な取組が見られた。三つ目は、承認を取り入れたグループでの活動

では生徒が感じる充実感や達成感が大きいようであり、授業の活動において積極的な技

術習得や意欲、試合で活用しようとする活動ができていたのではないかと考える。  

(2) 学習ノートより 

学習ノートは毎時間記入をしていった。大半の生徒がふり返りと感想を書き、付箋を

交換しながら生徒の承認をさせた。実際に活動終了後の付箋書きには真剣に書いて仲間

に伝えようとしており、そんな付箋をもらった生徒はうれしく感じたり、楽しく感じた

りしているようであった。これは互いに付箋を書きあう活動で充実感や貢献感が高まっ

ているのではないかと考える。ほとんどの生徒がこの付箋の内容より次の授業で頑張り

たいことへつなげているようであった。また、ふり返りでは、一日の取組での反省がで

き、生徒も次の授業で頑張りたいことをしっかり考えていた。意欲的な活動につなげる

ために相手の承認と自分の反省をすることが次の授業に意欲的な姿勢で臨めると考える。 

学習ノートの単元を終えての感想では、どの生徒もチームワークの大切さ、声かけの

大切さを感じているようだった。承認の場を設定したことで、普段の授業よりも充実感

や達成感を味わっていたのではないかと考える。  

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

 

 

４ 片付け 

 

５  本時の学習をふり返

る。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の授業確認 

○各コートを協力して片付けを行わせる。（T1・T2） 

◆協力して片付けが行うことができるか（観察）（T1･T2） 

○今日のめあてについての自己評価を行わせる。（T1） 

○my☆ﾀｰｹﾞｯﾄに付箋を渡し、更に別の付箋で答えを返させ

る。もらった付箋を見て、活動の反省をﾜｰｸｼｰﾄにまとめ

させる。（T1） 

 

 

 

 

 

 

◆一日のふり返りをして、まとめているか。（観察）（T1･

T2） 

〇次回の授業の確認をする。（T1） 

【生徒の感想】 
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(3) アンケート 

○他者への関わり  

     ＜事前＞ 

 

 

 

 

 

 

     ＜事後＞                                ↓ 

 

 

 

 

 

 

     結果では、他者へのかかわりの部分で比較してみると、「友達やクラスのために役立

とうとしている」、「クラスのみんなあいさつをしている」で「そう思う」「少しそう思

う」と回答した生徒の割合が増加した。しかし、「クラスの友達に話しかける」に関し

ては「そう思う」と「少しそう思う」が逆転していた。考察として、「クラスの友達に

話しかける」がもっと増えていれば、さらに自発的な活動や取組につながると考える。

クラスの仲間への協力や援助をすることで、さらに楽しく、かつ技能習得や楽しく体

育の授業に取り組めるということを生徒が実感をしてくれたのではないかと考える。  

〇自己有用感について (自分に対する他者からの評価 ) 

     ＜事前＞ 

 

 

 

 

 

 

     ＜事後＞                               ↓  

 

 

 

 

 

 

     結果では、自己有用感の項目で比較してみると、「クラスの友達からありがとうと  

言われることがある」では「そう思う」が、「クラスの人の役に立っていると思う」と

「クラスの友達から認められている」で「少しそう思う」と回答した生徒の割合が増

加した。しかし、「クラスの友達から認められている」については「思わない」で下が

る結果となった。考察として、事前アンケートよりも全体的に若干増えたことは、生

          
そう思う 

少しそう

思う 

あまりそ

う思わ

ない 

思わ

ない 

クラスの友達に話しかける。 57.1% 39.3% 3.6% 0.0% 

友達やクラスのために何か役立とうとしている。 7.1% 46.4% 46.4% 0.0% 

クラスのみんなにあいさつをしている。 25.0% 42.9% 28.6% 3.6% 

 

 

          
そう思う 

少しそう

思う 

あまりそ

う思わ

ない 

思わ

ない 

クラスの友達に話しかける。 39.3% 57.1% 3.6% 0.0% 

友達やクラスのために何か役立とうとしている。 10.7% 50.0% 35.7% 3.6% 

クラスのみんなにあいさつをしている。 21.4% 57.1% 21.4% 0.0% 

 

          
そう思う 

少しそう

思う 

あまりそ

う思わ

ない 

思わな

い 

クラスの人の役に立っていると思う。 0.0% 28.6% 60.7% 10.7% 

クラスの友達から認められている。 0.0% 57.1% 42.9% 0.0% 

クラスの友達からありがとうと言われることがある。 14.3% 71.4% 14.3% 0.0% 

 

 

          
そう思う 

少しそう

思う 

あまりそ

う思わ

ない 

思わな

い 

クラスの人の役に立っていると思う。 0.0% 32.1% 57.1% 10.7% 

クラスの友達から認められている。 0.0% 59.3% 37.0% 3.7% 

クラスの友達からありがとうと言われることがある。 21.4% 64.3% 14.3% 0.0% 
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徒自らの声かけや励ましの成果を感じているとみていいのではないだろうか。グルー

プ活動での声かけや付箋を使った認める場の設定も効果があったのではないかと考え

る。「クラスの友達にありがとうと言われることがある」においても、ほとんどの生徒

が承認体験の成果が出ているようだ。「クラスの友達から認められている」の質問に対

して「思わない」が少し下がっている部分は、様々な活動の中で表情や気持ちをこめ

て承認をする表現が足りていなかったのかもしれない。  

 

４ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

・ 生徒たちの取り組む意欲や姿勢が高まってきたことやいいところ探しをしながらお  

互いに技術を高めようと努力していたことが良かった。友達への励ましや良かったプ  

レイを褒めたりすることは、チームの意欲的な雰囲気を高めている。生徒の技能向上  

につながり、達成感や充実感を味わうことができることが分かった。  

・ 学習ノートでの付箋を使うやり取りを通して、承認される喜びや自分が頑張れてい  

る部分を実感している生徒が多いようであった。  

・ ふり返りをすることで、仲間への声かけや自身の活動への反省ができ、次の授業へ  

の目標設定に貢献していた。  

  (2) 課題 

・ 生徒たちの声かけや励まし、良いプレイを探して褒めることでチームワークの重要  

性を学んでいるので、もっと褒める部分でさらに「自分はできる」、「みんなから認め  

られている」と感じさせるポイントがないかを探っていく。  

・ 書きだす内容が男女で違ったこと、具体的に仲間を承認する方法を明確化して生徒  

に伝えさせる力を身につけさせる。  

・ アンケートでの課題としては、事前と事後のアンケートを行った中で、生徒の自己  

有用感を見る項目の割合として約４割近い生徒が「あまりそう思わない」、「そう思わ  

ない」と感じている。取り組みへの自信や認められている実感をわかせる活動を考え、  

実践していかなければならない。  

・ 効果を上げるためにすべての授業において同じような実践を行わなければならない。 
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⑥城西中学校 ３年生の取組 

 

１ 生徒の実態と実践方法 

 城西中学校は、「学びの共同体」の学校づくりを実践しており、対話的コミュニケーシ ョ

ンを図るため、教室の座席は男女市松模様のコの字型にしている。授業では少し難しい課

題を提示して、必ず小集団のグループ学習を取り入れることに取り組んでいる。今回の研

究では、対象学年を３年生とし、理科の授業での小集団学習を通して他者と関わり合い、

認め合いながら、課題解決が行われるようにした。  

   研究では、小集団のグループ学習を必ず取り入れ、他者との関わりが持てるようにした。

さらに、その関わりをさらに良好にするため、「いいねカード」を用いて、自分がされて嬉

しかったことや、助かったことなどを目に見えるように交換した。最後にふり返りカード

で感想を書かせ、見取りを行った。この中で、認め合う雰囲気を作り、自分が人の役に立

ったと自己有用感を感じることができるようにした。  

 

２ 実践例 

日 時 平成 27 年 10 月５日(火) ４校時 

学 級 ３年１組（36 名） 

単元名 「水溶液とイオン」  

本時の学習指導  

(1) 本時の題材 「化学電池とイオン」  

(2) 本時の目標 

① 電解質水溶液と２種類の金属によって電流が取り 

出せることに気づくことができる          【ワークシート】 

② 実験を通して、小集団の中で意見を積極的に級友とかかわり、意見を交換するこ  

とで、課題解決に向けて取り組もうとする  

(3) 学習指導過程                         

段
階  

学  習  活  動  

生徒の意識（・）  

形態 指  導  上  の  留  意  点  評価の観点 

・方法  

 

 導  

 

 入  

１  ２ つ の 事 象 を観察

し、電子オルゴールの鳴

り方に注目する。 

斉  ・事象を提示し、なぜ違いが出たのか考え

させる。  

 

【意欲】  

・どのような条件

であれば化学電

池ができるのか

考えているか（行

動観察）  

 ２ 学習問題を立てる 
 ・学習問題を提示する。  

どのような水溶液と電極であれば、化学電池ができるだろうか。  
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 展  

 

 

 開  

３  実 験 の 計 画 を立て

る。 

 

４ いいねカードを用い

ながら、実験を行う。 

 

・みんなのために準備を

してくれたね。 

 

・結果の取りまとめをし

てくれてありがとう。 

 

・やり方を教えてくれて

ありがとう。 

 

・わからないことをすぐ

に調べてくれたね。 

Ｇ  ・班ごとに実験カードを準備し、すべての

実験を学級全体で分担し、実験の準備をさ

せる。  

・いいねカードを交換し、自分がされて嬉

しかったことや助かったことを相手に伝え

させる。  

 

【知識】  

・化学電池を作る

には水溶液と電

極が必要である

ことをつかむ（行

動観察・ワークシ

ート）  

【技能】  

・溶液や電極を変

えるときに適切

に精製水を用い

交換することが

できる（行動観

察・ワークシー

ト）  

 

【表現】  

・自分で考えた化

学電池を作るた

めの考察を交流

することができ

る（行動観察）  

５ 結果を交流し考察す

る。 
斉  ・各班の実験結果を黒板に記入させ、結果

の共有化をさせる。  

 

 

ま  

と  

 め  

６ 考察からいえること

をまとめる。 
個人  ・ワークシートに記入させる。   

７ ふり返りカードを書

く 
 ・ふり返りカードを書かせる  

(4) 授業の考察 

・積極的にいいねカードを交換し、小集団内での活動が活発化した。 

・話の必然性ができることにより、男女の会話が多く、協力体制ができていた。 

・いいねカードを書かせることにより、実験時間や考察時間が長くかかり、時間的な余 

裕がなくなっていた。 

・ふり返りカードの記入状況から、お互いによく関わり、認め合う環境作りができてい 

たと確認できた。 
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３ 研究の考察 

１学期に行ったアンケートと２学期に行ったアンケートをもとに、城西中学校３年１組

を対象に研究を行った。その結果から、自己有用感に関する項目で伸びが見られた。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

【図１ １学期アンケート結果】          【図２ ２学期アンケート結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ １学期アンケート結果】        【図４ ２学期アンケート結果】 

図２と図４より、「学級の人の役に立っている」「学級の友達から、頼られている」という

質問において向上が見られた。小集団でのグループ活動を継続的に繰り返し行うことにより、

級友同士の関わりが積極的になった。また、「いいねカード」を用いて、役に立ったことや感

謝されたことなどの他者の評価をすぐに目に見えるようにしたことにより、級友に必要とさ

れたという実感が得られ、生徒の自信へとつながったのではないかと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11% 

36% 50% 

3% 

学級の人の役に立っ

ている 
とても思う 

そう思う 

あまり思わな

い 
全く思わない 

9% 

64% 

27% 

0% 

学級の友だちか

ら、頼られている 

とても思う 

少し思う 

あまり思わない 

全く思わない 

14% 

55% 

31% 

0% 

学級の友だちから、

頼られている 

とても思う 

少し思う 

あまり思わない 

全く思わない 

6% 

46% 
45% 

3% 

学級の人の役に立っ

ている 
とても思う 

そう思う 

あまり思わ

ない 

全く思わな

い 
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４ 研究の成果と課題 

自分に対する他者からの肯定的な評価を受けることで、集団の中で進んで協力できた、

自分から働きかけができた、誰かの役に立つことができた、という集団の一員としての自

信やほこりを得たと考えられる。そのため、図６より、「自分のことが好きだ」の項目で向

上が見られ、自己有用感を含む自己肯定感の獲得ができたと考えられる。 

   生徒のふり返りカードからも、他者に対して関心が高まり、協力して活動したことがう

かがえた。また、積極的に「いいねカード」を交換することにより、級友のいいところを

見つけようとする雰囲気が高まり、互いに認め合う落ち着いた授業になっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５ １学期アンケート結果】       【図６ ２学期アンケート結果】 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【ふり返りシート】  

しかし、小集団でのグループ活動が、活性化するように「いいねカード」やふり返りカ

ードを使用したことにより、活動に時間がかかるようになってしまった。取り入れ方の工

夫やバランスをさらに研究し、自己有用感を高める取り組みを教科の本質につなげていく

ことが必要である。また、ふり返りカードの内容を生徒にさらに返していくことで、他者

との関わりを増やしていきたい。  

6% 

49% 

42% 

3% 

自分のことが好きだ 

とても好き 

少し好き 

あまり好きで

はない 
全く好きでは

ない 

11% 

31% 
58% 

0% 

自分のことが好きだ 

とても好き 

少し好き 

あまり好きで

はない 
全く好きでは

ない 
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(3) 授業づくり部の取組の成果と課題 

① 成果 

ア コミュニケーションの場を多く設定することにより、他者と話すことの必然的状

況や話やすい雰囲気を作ることができた。  

    イ メッセージカードやメッセージ交流などにより、相手からの承認を可視化するこ

とにより、言葉かけをした児童・生徒の自己有用感が高まった。  

    ウ 人の役に立ちたいと考えている児童・生徒が、実際にメッセージを受けることで、

人の役に立ったと実感し、承認されることで、次も人の役に立ちたいという、自己

有用感の高まりが感じられた。  

    エ 相手を承認するために、いいところを見つけようとする視点を与えることができ、

他者の自己有用感を上げようとする姿勢が身についた。  

    オ 承認を受けることで、達成感や充実感を感じ、意欲が向上し技能の向上につなが

り、教科の指導目標を超えることができた。  

② 課題 

ア 自己有用感が高まる一方で、なかなか高まらない児童・生徒に対しては、新たな

手立てや支援を考える必要がある。 

イ 小集団学習を取り入れ、認め合う人間関係になるようきめ細かく手立てをとるこ

とで、自主的な学習になり質は向上しているが、思考や実習の時間を少なくするこ

とになり、人間関係の構築と思考や技能の向上を図ることのバランスのとり方をさ

らに研究していく必要がある。  

ウ 認め合う人間関係構築のために、計画的・継続的に取り組むことができる手立て

のさらなる開発や研究が必要である。  
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Ⅲ まとめ 

 本年度の教育研究所児童・生徒理解部は、昨年度までの研究主題「認め合う集団づくり」

～自己肯定感を高め、よりよい人間関係の構築を探る～を踏まえて、今年度からは、「社会

性を育む集団づくり」～自己有用感をもてる支援のあり方を探る～とした。昨年同様、他

者からの賞賛や感謝によって自尊感情や自己肯定感を高める実践を継続するが、今年度は、

さらに、他者からの承認や信頼を得ながら、自分は役に立っている、貢献できていること

を実感させること『社会性の基礎を構築した児童・生徒の育成』についても研究するよう

にした。そして、「自己有用感をもたせる手立てや支援とは？」の研究がスタートした。 

児童・生徒理解部は、学習集団づくり部と授業づくり部に分かれている。さらに、部内

は、小学校中学校の異校種のメンバーで構成されている。それぞれの部内での実践を交流

し合いながら、よりよい手立てや支援のあり方を探ることにした。その中で、「承認されや

すい状況づくり」と「承認の可視化」を手立てや支援の重点とした。 

各部各校で実践された「承認されやすい状況づくり」と「承認の可視化」の要点を簡単

にまとめる。 

【承認されやすい状況づくり】 

・「自分への自信」「自分の存在感」「他者からの承認」「他者への貢献」の４つの視点で、

自己有用感の高まりを把握した。（自己有用感に関するアンケートに反映） 

・学習の過程で、小集団活動を取り入れ、他者とのかかわりの場を設定した。 

・活動後、ワークシートやメッセージカードへ自己評価や他者評価を記述させた。 

・その都度、教師からの言葉かけ（賞賛・感謝・価値付け・信頼・期待など）をした。 

【承認の可視化】 

・アンケートの結果をグラフ化して、実態の把握をした。 

・学習のふり返りの場面で、相手への賞賛だけでなく、自己の意欲向上や新たな目標の設

定など、心の変容部分まで記述して伝えられるようにワークシート等を工夫した。 

・メッセージカードなどは、いつでも見ることができるように掲示を工夫した。 

・承認し合えた回数や量を、シールやビー玉などに置き換えて可視化した。 

 これらの実践で、学習活動のねらい、事後のふり返りでの自己評価、他者評価、自己有用

感に関するアンケートの観点などが明確になり、児童・生徒へ自己有用感の意識付けが高

められたことから、自己有用感をもてる支援のあり方に迫ることできたと考える。 

また、児童・生徒は、さまざまなプラスの評価を得ながら、承認や信頼、役に立ってい

る自分、貢献している自分を実感できたため、社会性がより育まれたと思われる。 

しかし、承認されやすい場を多く設定したものの、期待するほど自己有用感が高まらな

い児童・生徒もいる。さらに、個に応じて、実践の方法や内容を考慮してアプローチの幅

を広げ、手立てや支援を工夫しながら、承認されやすい状況づくりやふり返りの実践を積

み重ねていく必要がある。今年度の本研究が、今後、全ての児童・生徒に対して、社会性

が育まれる集団づくりのヒントになれば幸いである。 
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あとがき 

 ある小学校に勤務していたときのことである。５年生にＡ男がいた。入学してこれまで，

たびたび問題を起こしていた。すぐカッとなり，級友とトラブルを起こし，暴れて担任を

困らせていた。学校では毎年度末になると，次年度のＡ男の担任決めに難航した。特別支

援教育に造詣の深い実績のあるベテラン教師が担任しても事態は変わらず，こわもての生

徒指導担当が担任になってもいっこうに改善は見られなかった。 

６年生ではＫ教諭が担任をした。４月当初は、やはり色々トラブルを起こしていたが，

しばらく経つと，毎日のように問題を起こしていたＡ男のトラブルの話が職員室の会話の

中に出てこなくなった。不思議に思い，Ｋ教諭とＡ男の学級を観察することにした。 

Ａ男が何かトラブルを起こした日，Ｋ教諭は放課後，きまって学校にいない。Ａ男の家

に行って，保護者と話をしに行っていたのである。後日，Ｋ教諭に，保護者と何を話して

いるのか尋ねたところ，その日あったことを保護者に伝え，家庭の様子を聞き，一緒に悩

んできたと言うのである。叱ってもらうためではなかった。 

学級でトラブルが起きると，Ｋ教諭は，Ａ男の周りの子ども達に，Ａ男の性格やどんな

時にカッとなるのかを丁寧に説明し，Ａ男の気持ちを代弁して考えさせた。Ａ男のことを

理解した子どもたちとの間でトラブルは減り，次第にＡ男を受け入れるようになっていっ

た。ある時，学級を見に行くと，子ども達が自分のやりたいことや得意なことをもとに様々

な係活動を行っていた。Ａ男も何人かの子ども達と一緒になり楽しそうに活動していた。

Ａ男は，学級の中に自分の居場所を見つけたのである。Ａ男を変えたのは、周りの子ども

たちであった。Ｋ教諭の対応は，どの子に対しても同じで，子ども達一人一人に活躍の場

を保障するとともにそれぞれの活動を賞賛し，学級のために役立っていることを意識づけ

ていた。Ａ男は，みんなと一緒に笑顔で卒業していった。 

 

学級の中には，不登校，不登校傾向，別室登校，軽度発達障害，問題行動など，様々な

困り感を持った子ども達がいる。この紀要を読んでいる先生方は，みな学級経営に悩み，

何かよい手立てはないものかと思案していることだろう。 

研究所員会児童生徒理解部では，「児童・生徒の社会性を育む集団づくり～自己有用感

をもてる支援のあり方を探る」という研究主題を掲げ「学習集団づくり部」と「授業づく

り部」に分かれ，実践を積み重ねてきた。学習集団づくり部では，道徳や学級活動におい

て，個や集団そのものの育成を目標にした学習を通して直接的に，授業づくり部では，児

童生徒が一日の大半を過ごす通常の教科等の授業の場を通して間接的に，それぞれ研究の

目標である自己有用感の向上にアプローチした。平成２６年度までの「自己肯定感を高め，

認め合う集団づくり」を一歩進め，他者との関わりをいっそう重視した取組みであった。

その結果，「承認されやすい状況づくり」「承認の可視化」が自己有用感の高まりに結びつ

くという知見を得ることができた。 

本研究に取り組んだ１２名の研究所員会児童生徒理解部の先生方に敬意を表するとと

もに，本研究の成果が各学校や先生方，児童生徒の一助となることを期待したい。 

 

佐賀市教育研究所 児童生徒理解部顧問 宮山 建 
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